






年］当時、日本国内での経済不況とは別に国際市場での熾烈な競争がインド綿と中国綿との間に

惹起しており、殊にいったんボンベイのペスト流行で全面後退を余儀なくされたインド綿が猛然

と巻き返しを図るものの却
なか

々
なか

中国綿に勝てないといった動向を、なにほどか反映しているのでは

ないか、と愚考する。）間違いなく、若き牧口は、綿花輸入税撤廃の請願が紡績連合会から繰り

返し提出され、これに抵抗する国内綿作者の反対運動も熾烈を極めたが、結局は一八九六年にな

って輸入税が撤廃となった十年ほどの推移を、冷静に観察し、熟慮に熟慮を重ねていき、他方、「一

国民にとっても一個人にとっても、より安く購買できるものをつくるのは愚かなことである」（ア

ダム・スミス『諸国民の富』第四編第二章）との古典経済学の基本テーゼに謙虚に傾聴し、茲
ここ

の

センテンシズを書き綴ったに相違ない。これこそ真義での《地理学思考》と申すものである。

付け足しになるが、本補注の最後に、明治二十年代の日本紡績業の生産額がそれこそ恒常的に
0 0 0 0

上昇しつづけていって綿糸輸入額を上回っていた動向と、一八九〇年から中国などへの綿糸の輸

出が開始されると激増をつづけ逸早く
0 0 0

一八九七年には綿糸輸出額が輸入額を上回るようになって

いった推移と、―要するに、若き牧口常三郎の眼
がん

力
りき

が確
しか

と見届けたはずの明治中期日本の国際

貿易力発展の具体的過程のあらましを、最新の若手経済学者の〝別の視点〟を借用して整理し直

しておこう。次に示すのは、『日本経済史４・産業化の時代　上』（一九九〇年一月、岩波書店刊）

所載の阿部武司論文「（３）綿工業／一　紡績業、１ 明治二〇年代における発展」の最重要個所

である。牧口がインド綿・中国綿に注意深い言及をおこなったとき、かれの眼
まな

差
ざし

には同時代紡績

産業の全体像が把捉されてあったはずである。

さて明治二〇年代の繁栄のなかで紡績業には二つの大きな変化が生じた。まず、大阪紡をはじめ
とする各社は遅くとも一八八九年頃には従来使用していたミュール精紡機に代えて最新鋭のリン
グ精紡機を設置する意思決定を行い、ほどなくそれを実現して以後の発展の技術的基礎を固めた。
一八三〇年頃に完成されたミュール紡機は牽伸・加撚工程と捲糸工程とを交互に反復する機構であ
り、均質で柔らかい糸を紡出するが、操作には相当の熟練が要請された。一八七〇年代に本格的に
実用化されるようになったばかりのリング紡機は牽伸、加撚、捲糸の全工程を同時に連続的に進め
る機構であった。その操作は単純で、糸繫ぎと清掃作業のみに従事する未熟練労働力で精紡工程の
運行に支障は生じなかった。なおリング紡機で生産される糸はミュール糸とは対照的に撚りの強い
丈夫な糸であった。
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

第二の変化は、日本紡績業が輸入棉花に全面的に依存するようになったことである。紡績各社は
すでに明治二〇年代初頭に中国棉花への依存度を高めていたが、一八九〇（明治二三）年からは
それに代わってインド棉花を多く用いるようになった。この転換は、インド棉花がたんに低廉で
あったためばかりではなく、それか太糸生産に適した国産棉花や中国棉花とは異なる長繊維であ
り、日本紡績業の戦略的製品となりつつあった二〇番手綿糸の生産に適合的であったために生じ
た。一八九三年、紡績会社を正会員、棉花商を準会員とする大日本綿糸紡績同業聯合会（一九〇二
年に大日本紡績聯合会と改称。略称紡聯）と日本郵船会社との間にインド棉花積取契約が結ばれ
て、以後日本郵船が、インドと日本をつなぐ航路を支配していたＰ＆Ｏ汽船会社など外国の汽船会
社との激しい競争に打ち勝ち、インド棉花の輸入が促進されたエピソードは周知のことであろう。
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一八九六年には、棉作農民の反対によって実現が阻まれていた棉花輸入税の撤廃も実施された。こ
の施策によって、徳川時代以来、関東地方以南で広く作られていた重要な商品作物棉花の栽培が凋
落を余儀なくされ、棉作に充てられていた畑地が桑畑に、田地が米作用の田に転換されて日本農業
は大きく変貌することになったが、日本綿業がインドさらにはアメリカ合衆国などで産出された低
廉な棉花に全面的に依存する体制は、明治二〇年代末に確立したといえよう。

―いよいよ明瞭になったが、明治二十年代日本綿工業が一挙に《戦術転換》をおこなってイ

ンド棉花を輸入原料とする《二〇番手》以上の細い綿糸の生産に切り替え、而もそれに成功した

ことがやがて明治三十年代以降の高度成長を準備する道を開いたのである。その間に、日本国内

の棉作農民との激しいトラブル、輸送に当たる日本郵船と外国汽船会社との駈け引き、紡績工場

に就労する女工さんたちの置かれた劣悪な労働条件、などなどの困難な問題が生起したことは、

改めて説くまでもない。だが、茲ではそれら事項に触れる余裕は無い。だが、兎も角も、日本紡

績業は明治三十年代後半の上昇気流に乗って発展を遂げ、ついに第一次世界大戦後の好況期には

生産額で世界一にランクされるまでになっていった大
ト レ ン ド

勢的傾向だけは知っておく必要がある。有

沢広巳監修・山口和雄ほか編集『日本産業百年史　上―開国から太平洋戦争まで―』（一九六七

年四月、日本経済新聞社刊）の「第Ⅱ編近代産業の確立／各論・織物―イギリス綿布を制圧」

に依拠し、明治三十年代後半以後の状況（つまり、『人生地理学』公刊のあとの日本綿工業の辿

った軌跡をさす）を準
なぞ

っておきたい。「明治前期にもわずかながら綿布が輸出されていたが、明

治二十年代にはいって巨大な紡績資本による大量の広幅綿布生産はしだいに中小の在来機業を圧

倒し、明治三十年代には完全に支配体制を確立した。しかし輸出綿布は日清戦争から日露戦争に

かけての間、絹布におけるほど異常で急速な増大は示していない。絹織物生産の場合には原料は

すべて国内産だったが、綿布原料の場合はこのころはすべて外国綿花に依存していたから国際的

な相場変動の影響を受けることが多かった。日露戦争中、軍需品としての綿布需要の増大は生産

技術、規模の拡大を促し、戦後の韓国・中国市場への強力な進出は兼営織布だけでなく在来機

業も発展させ、また従来の綿糸輸出（原料輸出）から、綿布輸出（完成品輸出）へと転換する契

機となった。こうして、明治十年以来ゆるやかに上昇しはじめた綿布輸出は、日露戦争後急激に

そのテンポを早めていった。」「次に兼営織布をみよう。広幅力織機は順調にふえているが、明治

三十七、八年以後、ふえ方が急ピッチである。綿糸の過剰生産対策として始まった兼営織布が、

日露戦争後の市場拡大を背景にして本格的な発展を遂げる過程がうかがえよう。ことに大阪紡、

三重紡、金
かな

巾
きん

製織、天満紡、岡山紡などは三井物産と提携して満韓市場に進出し、明治四十年代

には、同市場で外国綿布を押えるほどになった。そしてわずか四、五〇社の紡績兼営織布会社の

生産高が無数の群小在来機業の生産高をしのぎ、全綿布生産高の八〇％平均を占めるにいたった。

そして第一次大戦後、ついに世界市場の王座にあったイギリス綿布を制圧するほどになったので

ある。イギリス綿業が植民地支配と結び付いて発展したのと同じように、日本綿業は工業不毛の

広大な東洋市場へ軍事力を背景としながら進出することによって高度の発展を遂げた。そうした

意味では、日本綿業は対外侵略の先頭に立っていた産業とみていいだろう」（執筆者は林英夫）。
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れ、葉は皮
ひ

針
しん

形
けい

または線形で長さ二～三㎝、さきがとがり、三本の脈がある。花は径
けい

一・五㎝ば

かりで、あい色または白く、夏、日光をうけて開く。倒卵形の花弁は五枚で、長い五本のおしべ

と短い五本の仮おしべおよび五本の長い花柱がある。果実は球形で、五つの室にわかれ、それぞ

れの室に種子が二個ずつ入っている。アマはワタからつくる木綿が一般に使われるようになるま

では、繊維をとる重要な作物であったが、今でもリンネルと呼ばれる高級な織物がつくられ、ハ

ンケチ、洋服地、シャツ、高級テーブルかけなどをつくる。種子からしぼりとった亜
あ

麻
ま

仁
に

油
ゆ

は乾

性の油であるから、印刷用インキ、ペンキ、油絵具、リノリウムなどに用いられる。（奥山春季

執筆）」。―二つの植物辞典（事典）を読み較べると、まるで別々の項目を記述してあるかのご

とき感をさえ誘われるけれど、二つの事典執筆者は、それぞれ独立自存の立場ないし視角に拠

っているのだから、出来上がった原稿に懸隔が生じたとしても一向に不思議は無い。むしろ、両

執筆者とも意識して画一的書きかたを避けようとしているのがわかり、好意を寄せたくなるくら

いである。それにしても、ここの段落の牧口記述に見える「リンネル製造の原料
0 0 0 0 0

として用ひら

る。殊に其最上品
4 4 4 4

はレースを編むに用ひられ、其下等品
4 4 4 4

は大麻と等しくヅック或は綱等に製造せ

らる。然れども其強サの程度は遙かに大麻に劣れり」との表現は、なんと簡にして要を得たる表

現であることか。その理由を考えてみるのに、牧口地理学それ全体がペスタロッチ開発主義教授

理論を p
パ ラ ダ イ ム

aradigm に仰ぎつつ直観主義（感覚尊重や実物教授）思考を以ておのれの論理展開
0 0 0 0 0 0 0 0

を進

めた所
せ

為
い

もあるけれど、なおそのほかに、北海道在住時代に見聞きして触れた亜麻栽培の農業的

実地経験をおのれの世界のもの
0 0 0 0 0 0 0 0 0

と為
な

し得
え

ていたればこそ斯かる何
なに

気
げ

ない表現のなかにも驚くべき

r
リアリテイ

eality が描き籠
こ

められてあると解される。なんであれ、牧口は、他人の書物からの部分的引用

をおこなって事
こと

を済
す

ますような、あの世間によくある姑
こ

息
そく

でもあり卑
ひ

怯
きよう

でもある手段に、けっし

て与
くみ

しようとはしなかった。
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